
多くのエネルギーを作るために、大量の二酸化炭素を排出してい
ます。
2016 年の世界の二酸化炭素排出量は、約 323 億トンであり、そ
のうちの、28% を中国が、 15% をアメリカが、6,4% をインドが、
4,5% をロシアが、3,5% を日本が排出しており、この 5 つの国だ
けで全体の 57% 以上を占めます。

地球温暖化は、二酸化炭素 (76.7%)、メタン (14。3%)、一酸化二
窒素 ( 別名、笑気ガス )(7.9%) 等の温室効果ガスによる、温室効
果の影響で、異常高温や大雨 0 千ばつの増加など、様々な気候の
変化を伴う気候変動を引き起こし、私たちだけではなく地球に住
む動植物などの生態系にも被害を及ばしています。

人類はこの危機を乗り越え、地球の環境を守るために、「気候変
動枠組条約」のもと、各国協議のうえ、 1997( 平成 9 年 ) 京都議
定書を採択し、次に 2016 年 ( 平成 28 年 ) パリ協定を採択しま
したが、経済成長・経済利益を優先する国々により、この協定も
実行が危ぶまれる状況になりつつあります。それに憤った、ス
ウェーデンの 16 歳の少女、グレタ・トゥーンベリさんは、国連
気候行動サミットで 60 ヵ国の首脳や閣僚を前にして、「人々は
苦しんでいます。人々は死んでいます。生態系全体が崩壊して
います。私たちは大量絶滅の入り口にいるというのに、どうして
おカネや永遠の経済成長というおとぎ話を語ることができるの。
よくもまあそんなマネができるわね。(How dare you !)」と言い
放ちました。

そう、地球の未来は子供たちのためにあるんです。
遅ま我々も、 きながら真 に考えようではありませんか ?

■幹事報告
（幹事　福井　学 )

１）
硯川昭一ガバナーより、ガバナーノミニー・デジグネート候補者
推薦について。（堀川貴史ガバナーノミニーの次の方）

　　提出期限　２０２０年９月７日（月）必着
　　提出先　　〒８６０－０８０７
　　　　　　　熊本市中央区下通２－７－７　アールテラス４Ｆ
　　　　　　　地区事務所内　ガバナー指名委員会　宛

２）
第１回定例理事会報告。

■点鐘

■国歌斉唱「君が代」

■ロータリーソング「我等の生業」

■来訪者紹介
（会長　松本一也 )

   見学　森真幸人　様（司法修習生）

■会長の時間（会長　松本一也 )

7 月 4 日未明、人吉・球磨・芦北方面におい
て、集中豪雨により未曾有の災害が起き、し
だいに九州北部、本州中部と被害は拡大して
います。

今回の水害の最高到達水位は、 1965 年の人吉水害の水位を、2m
も超える 4.3m だったそうです。
これまでに分かっている熊本県内の人的被害は、死者 54 名、心
肺停止 2 名、行方不明 10 名という痛ましい状況です。これは、
熊本地震の直接死 50 人を超える事態です。
ご冥福をお祈りいたします。

同地区のロータリークラブ会員の被害も出ており、特に、人吉
RC、人吉中央 RC、多良木 RC、芦北 RC 各会員の方々が被害に遭
われているそうです。お見舞い申し上げます。
今後、単独でするのか、2720 地区で協力してするのか、現段階
ではハッキリしませんが、何とか支援が出来ればと思つています。

これまでにも、全国各地で集中豪雨による災害が起こつています。
いわく、記録的短時間大雨情報、いわく、かつて経験したことの
ない大雨、いわく、線状降水帯、などと、聞きなれない用語に形
容される集中豪雨害が頻発しています。最近このような災害が多
いのはどうしてか、それは偶然ではなく地球温暖化の影響である
と言われています。

人類は、火を、自分で作って使い始めた約 6 万年前から、石炭石
油の化石燃料を使うようになった産業革命を経て、現在に至るま
で二酸化炭素を排出し続けています。特に産業革命以後は、より

●会長　松本　一也
●幹事　福井　学
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３）
本日例会終了後に、第１回前年度理事会を開催いたします。

■委員会報告
（パスト会長　古庄浩二）

和歌山東南ＲＣからの熊本県南部豪雨見舞の件
和歌山東南ＲＣ創立５０周年の件

■委員会報告
（青少年奉仕担当　宮川義行雄 )

アクト新年度の例会が本日１９時３０分よりＺｏｏｍで行われま
す。熊本城東ＲＡＣとの合同例会で、会長の所信表明例会になり
ます。今年もアクトをよろしくお願いします。この大雨の中、あ
さぎり町に新居を構える平山さな枝さんも無事でした。

７月１日は米山奨学生、李靖清の送別会、ありがとうございまし
た。パク・ナヨン、翁君同様、今後も東南ロータリーとの縁をつ
ないでいってもらえればと思っています。

■出席報告
（出席・プログラム担当委員　杉本整哉 )

月日 会員数 出席者数 MU 修正出
席者数

出席率
（％）

06 月 24 日
44

（免 4）
40

36 2 38 95.00

07 月 08 日
42

（免 4）
38

30 78.95

☆退会
06 月 30 日　河岸彦治　岡本千代門
☆出席免除　
06 月 24 日　住江正治　佐野　茂　  鷲山法雲　河岸彦治　　　
07 月 08 日　住江正治　島村徹男　  鷲山法雲　 志賀重人

☆欠席者（2 名）
06 月 24 日　岡本千代門　堤　勝也

今度の 100% 出席の日は　07 月 22 日です。

■スマイル
（親睦・スマイル担当　堀内健太郎 )

◎宮川義行　7,000 円
７月３日から続いた大雨により被害を受けられた方、
亡くなられた方、いまだ行方不明の方が多数おられ
ます。お見舞い申し上げます。ロータリアンの方も
多数被害にあわれています。他方、当初より懸命に

救援救助活動をされてるロータリーアンもおられます。復旧には
時間がかかると思いますができるだけの貢献をクラブとしても個
人としても行っていければと思います。

◎松田和成　6,000 円
先日は歓迎会ありがとうございました。とても楽し
い時間を過ごすことが出来ました。ありがとうござ
います。

◎吉田嘉昭　5,000 円
松本一也会長、福井幹事、船出を祝してスマイルし
ます。本年度宜しくお願いいたします。先週、例会
に来れませんでした。遅くなりました。

◎古田哲朗　5,000 円
本日は司法修習生の森真幸人君を連れてきました。
１２月から東京で弁護士をする予定です。「ロータ
リーとは何ですか。」と尋ねていたので、一応私なり
に回答しておきました。

■新年度方針
（クラブ管理運営委員長　山田公也）

■新年度方針
（親睦・スマイル担当　堀内健太郎）

1、 活動方針
①親睦
　例会、親睦行事、レクレーションを通して会員及び会員家族と
　の親睦を図り友好の輪を深めて行こうと思います。
②スマイル
　スマイルの意味、使途について理解を得、会員全員が目標達成
　出来る様に務めます。
③受付
　例会時の受付は担当委員全員で務め、明るく元気に出迎えます。

2、活動計画
　①家族会の実施 (7 月 012 月 )
　②日帰り家族例会の実施
　③慶祝会の実施
　④会員・会員婦人の誕生日祝いの実施
　⑤結婚記念日のお祝い
　⑥新入会員の歓迎会の実施
　⑦レクレーションの実施
　③スマイルのお願い
　⑨来訪者の席への案内
以上のことを実施していきたいと思います。
ただし、コロナ禍の状況ですので、臨機応変な対応で臨みます。

■新年度方針
（出席・プログラム担当　杉本整哉）

本クラブ例会への出席を本旨とし、もし諸
般の事情で出席出来ない場合は、他クラブ
例会その他奉仕活動（伝承遊び・ローターアクト例会等）への出
席によるメークアップを促し、１００％出席を目標とします。
卓話では、新入会員卓話・委員会員卓話・外部卓話・会員卓話を

－ ２ －



計画しております。
外部卓話におきましては、新型コロナに関する情報や、グローバ
ルな情報、地域社会の情報などいろいろな観点にスポットを当て、
意義あるお話を伺えればと考えております。
当クラブ全会員が団結し、ボランティアや職業奉仕に向き合える
よう通常例会の出席率向上を図りたいと思います。
一年間どうぞ宜しくお願いいたします。

■新年度方針
（会報・雑誌担当　沼田敏雄）

担当委員　沼田敏雄、草村安宏
委員　　　山本浩之、山坂哲生、井村宜敏、松岡歩紗実、
　　　　　小野川善久、川崎直樹、矢野敬之、松田和成

活動方針、実施計画も前年度と同じです。週報担当としては、発
表される事の原稿提出又はメール送信さえ頂ければ、例会もゆっ
くり楽しめます。ご理解ご協力の程お願い致します。

■新年度方針
（ロータリー情報担当　潮谷愛一）

活動方針
2016 年の規定審議会においては例会開
催、回数、出席について柔軟な対応が採れるようになったが
2019 年の審議会においても穏やかなる柔軟性を持つ決議改正等
の方向性が打ち出されました。クラブとしても国際ロータリーの
柔軟な方向性について検討、周知を図る必要が出てきました。ロー
タリーの活動の「見える化」を促進したい。

実施計画
(1) ロータリー例会の「ロータリー情報の時間」は 5 名の担当委
　員の輪番制とし、年度始めに各担当委員の受け持ち日を確定し
　ておく。ただし担当者欠席の場合は「情報の時間」は中止とする。

　又、毎月はじめの第一週の例会日は省くこととする。
(2) 新入会員には入会直前にロータリーの基本的規範について知
　らしめる。
(3) 入会 3 年未満の会員に対して勉強会を実施する。
(4)2019 年規定審議会における定款の変更、一部改正、あるいは
　重要な決議事項について知らしめる。

■新年度方針
（公共イメージ委員長　白石繁）

公共イメージ委員長　白石繁
委員　井村宣敏

１．活動方針
ロータリークラブは、従来、積極的にその活動を対外的にはアピ
ールしないことを礼節とし、スタンドプレー的行為やマスコミ等
を通じての過度なアピールを控えてきました。しかし近年その思
想も変化しつつあります。クラブが実践する奉仕活動等への関心
と理解を地域社会に広げるためにも「品位ある公共イメージ」を

正しく認知していただくための努力が必要である思われます。

２．実施計画
①奉仕活動等の情報をメディア通じて認知度の向上を図る。
②奉仕活動の広報をＨＰに引き続き掲載する。ＨＰ閲覧を誘引す
　るための「仕掛け」を各委員会と連携して実行する。
③奉仕活動を「ロータリーの友」に投稿し、クラブ内外への
　アピールを図り注目度を高める。
④日頃からロータリーの襟ピンを着用し、仕事を通じて
　ロータリーを語る。
⑤他のクラブの活動を参考にする
⑥どのような行動や開発をおこなっているか？
⑦地区公共イメージセミナーに出席する。
⑧ロータリークラブの広報するためのツールを考える。

■新年度方針
（ロータリー財団委員長　村瀬直久）

（１）補助金プロジェクトへの参加
（２）ロータリー財団の支援
実施計画

（１）グローバル補助金奨学生ホストクラブとしての活動及び取
　　り組み（川原瞳さん）

（２）グローバル補助金・地区補助金プロジェクトへの参加
（３）ポリオ根絶運動
（４）奉仕プロジェクト委員会と協力して、地区補助金制度を活
　　用した 2021 ～ 2020 年度の奉仕活動を企画立案し地区補助
　　金申請する。

（５）ロータリー財団へ寄付
（６）ロータリー財団の理解

■点鐘
編集者　沼田敏雄

-----------------------------------------------------------------------------

新入会員歓迎会＆米山記念奨学生送別会
2020 年 7 月 1 日（水）　18：30 ～　瑞恵
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・第一に、この疾病に最も大きな影響を与えるのは一人ひとりの
　行動であること。これには、個人の衛生習慣、ソーシャルディ
　スタンス（人との物理的距離を空けること）、世界保健機関　
　（WHO）によるその他のガイドラインなどがあります。ウイル
　ス拡大防止のために、私たち一人ひとりが責任を果たす必要が
　あります。
・第二に、感染曲線を平らにする政府の取り組みをサポートする
　こと。これは、民間セクターや公共機関、開発団体、社会が一
　体となってこの脅威を食い止めることを意味します。
・第三に、希望のメッセージを人びとに伝えつつ、みんなが力を
　合わせてこの難局を乗り越えなければならない、また日常生活
　の中断は一時的であるばかりでなく、生活を継続していくため
　に必要不可欠であるという認識を促すことです。
　世界的な状況に照らし、国際ロータリー理事会は今年 6 月に予
　定していた国際大会の中止を決定しました。この危機的状況下
　で、これだけの規模のイベントを開催するのは適切でないと判
　断したのです。毎年開催される国際大会の全面的な中止は前例
　がなく、第一次世界大戦、第二次世界大戦の時でさえ、規模は
　縮小されたものの、中止は免れてきました。また理事会も、こ
　のパンデミックの克服に力を注ぎ、リソースを割り当てていく
　ことを決定しました。予備金からの資金が世界各地の災害対応
　支援に充てられており、ロータリー財団もこの分野に特化した
　ファンドレイジングに乗り出しました。

第 9212 地区では地区大会を中止し、顔を合わせる会合を休止す
るようすべてのロータリアンに指示しました。地区内会員は、す
ぐさま一般向けのビデオ会議プラットフォームを活用したオンラ
インミーティングを全面的に導入。さらに当地区の執行委員会が
対策チームを立ち上げ、ケニア、エチオピア、南スーダンの行政
をサポートし、パストガバナーのギータ・マネックさんもケニア
とエチオピアで 2 万ドル以上の寄付を集めました。

ロータリークラブの存在意義と究極の目的は、助けを必要とする
地域社会に寄り添い、支援することです。世界は今、かつてない
ほどロータリーを必要としています。今を生きる私たちは、人間
の幸福に対するこれほどの脅威を打ち砕くために、これまでより
も多くの手段を有しています。私たちには、ウイルス追跡のため
のテクノロジー、これに打ち勝つための科学、結束した行動を呼
びかけるためのメディア、そしてウイルスという敵に反撃する勇
気があります。

私たちの決意とコミットメントを通じて、世界に希望と癒しを与
えることができるのです。

寄稿者紹介：ジョー・オティン。2019-20 年度ロータリー第
9212 地区ガバナー。国連環境計画の国際ロータリー代表。デジ
タル広告代理店「The Collective」CEO、ケニア広告基準委員会委
員長、WWF ケニアの理事

－ ４ －

---------------------------------------------------------------------------

コロナウイルスに打ち勝つための３原則

投稿日 : 5 月 6, 2020
寄稿者：ジョー・オティン（ロータリー第 9212 地区ガバナー）

私たちの人生で世界が一転す
るほどの決定的な瞬間がある
とすれば、まさに今がそれに
当たります。人類の運命を世
界的に変えた第二次世界大戦
を生き抜いてきた方々が、私
たちの一つ前の世代でした。
歴史上、先人たちは耐え難い
経済崩壊や壊滅的な武力紛
争、気候の大変動など、絶望
や死、破滅をもたらす衝撃的
な出来事に直面してきました。

このような過去の出来事は、
私たちが行動方法を見直し、
既存の制度を再構築し、生き方を変えるきっかけとなってきました。

新型コロナウイルスによる人類への影響はとてつもなく大きいも
のです。中国での最初の発生から今日に至るまで、統計が示すよ
うに、新型コロナウイルスの世界的拡大阻止を狙った各国政府に
よる初期対応が十分ではなく、世界は今まさにその対応に追われ
ています。ここ東アフリカでも、国境封鎖や国内感染者の外出禁
止、市民集会の中止など、ウイルス拡大に歯止めをかけようと各
国政府が前例のない対策を講じています。

人類史における決定的瞬間の特徴を成すのは、危機の性質ではな
く、むしろその時に人間が下す判断の適切性であると言えます。
各国の政治指導者たちが感染拡大阻止のために思い切った対策を
講じはじめる中、私たちロータリーも独自に判断しなければなら
ないことがあります。これらの判断は、次の 3 つのシンプルな原
則に基づいています。


